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生産 出荷 在庫 在庫率
前月比％ 前月比％ 前月比％ 前月比％

05年10月 0.5 1.2 ▲ 1.6 ▲ 1.1
11月 2.0 1.1 1.7 1.9
12月 1.3 0.9 0.1 0.4

06年1月 ▲ 0.1 0.2 0.3 ▲ 2.2
2月 ▲ 1.2 ▲ 2.0 0.2 1.8
3月 0.2 0.9 0.2 ▲ 0.4
4月 1.4 2.6 ▲ 0.2 ▲ 0.5
5月 ▲ 1.3 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 2.0
6月 2.1 1.3 0.6 ▲ 1.1
7月 ▲ 0.9 ▲ 0.5 ▲ 0.7 5.1
8月 1.8 2.5 0.9 ▲ 5.4
9月 ▲ 0.7 ▲ 2.4 0.9 3.6
10月 1.6 1.3 0.8 ▲ 0.5
11月 2.7 ←予測指数
12月 0.1 （出所：鉱工業指数、経産省）
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○10 月の鉱工業生産は前月比＋1.6％ 

10 月の鉱工業生産指数は前月比＋1.6％となった。市場コンセンサス（前月比▲0.4％、レンジ同▲1.2～

＋0.5％）および９月時点での見通し（前月比▲0.2％）を大きく上回り、10 月の生産は良好な結果となった。

９月の予測調査では、電子部品デバイス工業を中心に生産計画が下方修正されたが、結果としては引き続き

生産は堅調に推移し、実現率は 05 年１月以来のプラスとなった。業種別に見れば、内外需の設備投資需要

が旺盛な一般機械工業（前月比＋6.5％）や、自動車輸出が好調な輸送機械工業（同＋5.8％）が増加したほ

か、電子部品・デバイス工業（同＋2.8％）も増加に寄与した。 

また、予測指数をみても 11 月は前月比＋2.7％と上方修正になり、12 月も同＋0.1％と増加基調となって

いる。予測指数どおりに推移したとすると 10－12 月期は前期比＋3.7％となる。実績は予測指数を下振れる

場合が多いことを勘案する必要があるが、10 月の結果を踏まえれば引き続き生産は堅調さが持続することが

見込まれる。 
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○ＩＴ分野の出荷在庫バランスの悪化が懸念材料だが、調整は深刻化しない見込み 

留意すべき点としては、電子部品・デバイス工業の動向が挙げられる。10 月の電子部品・デバイス工業の

出荷は前年比＋12.7％（前月同＋15.9％）と伸びが鈍化した一方、在庫は同＋41.7％（前月同＋36.9％）と

伸びが拡大した。出荷と在庫のバランスは引き続き悪化しており、同分野に関しては依然として在庫調整リ

スクが残っている点には注意を要する。 

ただし、前月比でみれば 10 月の電子部品・デバイス工業の在庫は＋0.1％（前月同＋7.3％）と小幅な伸

びにとどまっており、在庫の増加ペースは鈍化した。これまでの在庫増についてもハイテク分野の需要増を

見込んで在庫を積み増している面があることや、一部製品では出荷の遅れ等から在庫が一時的に積みあがっ

ていることが指摘できる。デジタル家電需要が旺盛なことや来年には新型ＯＳに伴う需要も期待できること

から調整が長期かつ大きくなる公算は小さいとみられる。 
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出荷在庫バランスと生産前年比（鉱工業全体）
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○鉱工業生産は先行きも底堅く推移 

米国経済の減速を背景に輸出の増加ペースが鈍化してくることに加え、ＩＴ関連財についても在庫は引き

続き高い伸びとなっている。鉱工業生産の先行きを展望すると、予測指数から判断すれば目先は増加傾向が

持続するものの、その後については増加傾向に頭打ち感が出てくる可能性があると考えられる。 

もっとも、設備投資は堅調に推移する見込みであることに加え、足元でややもたつき感がある個人消費も

緩やかながらも回復基調を辿ると考えられるなど、内需は底堅い。また、米国景気は潜在成長率を小幅下回

る成長にソフトランディングする見込みであることから外需の鈍化も軽微で済む可能性が高い。さらには、



ＩＴ関連財以外の分野では出荷・在庫バランスの改善傾向が続いており、ＩＴ関連財での生産調整が生じた

としても、非ＩＴセクターが生産の下支え役となることが期待できる。ＩＴ分野についても、上述のように

調整が深刻化するリスクは小さい。米国経済の減速やＩＴ分野については今後も注視していく必要はあるも

のの、先行きも生産は底堅く推移することが見込まれる。 
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電子部品・デバイス

（在庫循環図、３カ月平均前年比）
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